
「これだけはマスター！第 4 類消防設備士試験 筆記＋鑑別編」（2 版以前） お詫びと訂正および法改正に伴う訂正 

 

本書の掲載内容に下記の誤りがございました。ここに訂正させていただきますとともに深くお詫び申し上げます。法改正に伴うも下記

にてお知らせ致します。 

 

頁 箇所 誤 正 

 受験案内 ※支部の所在地等に変更が生じております。試験機関のサイト等をご覧ください 

83  共同防火管理 統括防火管理者 

  共同防火管理協議会の設置 統括防火管理者の選任 

84 1 行目 個別検定 型式適合検定 

95 3.  共同防火管理 統括防火管理者 

 3. 

次の防火対象物で…必要があります。 雑居ビルなどでは管理権原者、いわゆるテナント

が複数存在することになりますが、そのような場

合は、管理権原者の協議により、建物全体の防火

管理業務を行う統括防火管理者を選任し、消防長

又は消防署長に届け出る必要があります。 

96 3. ② 

特定用途部分を含む複合用途防火対象物 

地階を除く階数が 3 以上で，かつ，収容人員が

30 人以上のもの。 

特定防火対象物(④⑤除く) 

地階を除く階数が 3 以上で，かつ，収容人員が

*30 人以上のもの。 

* 6 項ロ(要介護老人ホーム等)，6 項ロの用途部

分が存する複合用途防火対象物の場合は 10 人以

上 

96 3. ⑤ 
指定のない…ありません。 指定のない地下街には統括防火管理者は必要あ

りません。 

96  

※「こうして覚えよう」以下最終行までを次のものに差し替えます 

 

 



100 問題 3  2 行目 共同防火管理協議会の設置 統括防火管理者の選任 

101 

問題3  解説 1行目 
共同防火管理協議会の設置 統括防火管理者の選任 

問題 3  解説 (2) 

問題 3  解説 (3) 
共同防火管理協議会を設置 統括防火管理者を選任 

問題 3  解説 (4) 

103 

149 

452 

表 (6) 

養護老人ホーム 老人短期入所施設 

盲学校，聾学校又は養護学校 特別支援学校 

107  ※次のものを「③地下街の場合」の次に追加 

④特定防火対象物の地階で地下街と一体を成す

ものとして、消防長又は消防署長が指定したもの

で，ある特定の設備＊の基準を適用する場合は、

地下街の一部とみなされます。 

＊ある特定の設備とは次の設備のことです。 

・スプリンクラー設備 ・非常警報設備 

・自動火災報知設備 ・ガス漏れ火災警報設備 

  ④渡り廊下… ⑤渡り廊下… 

108 下から 3 行目 重要文化財等のみ 
地下街，準地下街を除く特定防火対象物と重要文

化財のみ 

121 問題 12 解説 
※「○ 自動火災報知設備～」の行の次の行に挿

入します 

○ ガス漏れ火災警報設備(特防と法定の温泉採

取設備) 

130 

 個別検定 型式適合検定 
131 

133 

134 

135 問題 4 誤っているもの 正しいもの 

135 問題 4 解答 (3) (4) 

138 (3) ② 

免状取得後(免状の交付を受けた日から)2年以

内，およびその後は 5年以内ごとに 

免状の交付を受けた日以後における最初の4月1

日から 2年以内，その後は講習を受けた日以後に

おける最初の 4 月 1 日から 5 年以内に 

※該当箇所直後の「重要」枠をすべて削除します 

138 (4) 免状の書換え 居住地または勤務地を… 免状を交付または居住地か勤務地を… 

139 
こうして覚えよう 

イラスト内 

居住宅 居住地 

144 
問題 7 解説, 問題 8 

(4) 

受けた日から 2 年以内，その後は 5 年以内ごと

に受講 

受けた日以後における最初の 4 月 1 日から 2 年

以内，その後は受講日以後における最初の 4 月 1

日から 5 年以内ごとに受講 

148 下から 2, 7 行目 火災通報設備 火災報知設備 



149 表 2-10 の(2)/b 欄 

  

150 ※4 (2)項 (2)項(ニを除く) 

151 (1) ① [例外] 
※次のものを追加します ｃ．(2)項ニ（マンガ喫茶等），(5)項イ, (6)項ロ

（要介護の老人ホーム等）, (6)項ハは全てに設置 

 (2) ② [例外]1行目 2 項 2 項(ニを除く) 

 (2) ② [例外]2行目 ，カラオケボックスなど など 

154 表 2-11 表の欄 P.149 の表 

 表 2-11 ①(ア)  

※[例外]に次のものを追加します マンガ喫茶等：全て 

旅館，ホテル等：全て 

病院，診療所等：全て 

要介護の老人ホーム：全て 

要介護除く老人ホーム等：全て 

155 表 2-12 

※「全て設置」欄の「防火対象物」として次のも

のを追加 

・カラオケボックス，マンガ喫茶等 

・旅館，ホテル等 

・病院，診療所等 

・要介護の老人ホーム等 

・要介護除く老人ホーム等 

157 問題 1 解説 (3) 

※次のものに差し替えます 特定 1 階段等防火対象物は、マンガ喫茶、旅館、

病院などと同じく、延べ面積に関係なく設置義務

が生じるので，これが正解です。 

158 問題 2 (3) 
病院 店舗 

 問題 2 解説 (3) 

159 問題 4 解説 2 項 2 項(ニを除く) 

  
450m2の駐車場については①の条件に当てはま

り，300m2以上の場合 

地階にある駐車場については P.154③(ア)より

200m2以上の場合 

160 問題 5 解説 2 項 2 項(ニを除く) 

161 問題 6 解説 (1) 2 項 2 項(ニを除く) 

162 注) 600 m2 700m2 

165 下から 3 行目 設置可能 設置不可能 

208 問題 4 (4) 定格音圧 定格電圧 

219  

 

 

※表を次のものに差し替えます 

 

 



 

 

254 2. T 型発信機 共通の信号 共通の信号または固有の 

286  0.4m 以下 0.4m 未満 

293 1. (1) 85℃ 60℃ 

  65℃ 40℃ 

297 ③ (ア) (注) 歩行距離ではなく水平距離 水平距離ではなく歩行距離 

298 ④ 
※「垂直距離 15m～」の行の次に挿入します 注：特定 1 階段等防火対象物は 7.5m につき 1

個以上。ただし 3 種は不可。 

316 ④ 1 行目 
ただし，次の… ただし，P型1級受信機に接続する防火対象物で，

次の… 

329 ③ のことで，R 型のみに備えられています のこと 

330 12 行目 7 回路(7 警戒区域) 8 回路(8 警戒区域) 

332 ② 6 行目 つまり，耐火，耐熱両者とも つまり，耐火配線，耐熱配線両者とも 

 ② 9 行目 耐火の場合は金属管を 耐火配線の場合で金属管を用いる場合は 

 ② 10 行目 耐熱の場合は 耐熱配線の場合は 

 ② 10 行目 使用可 使用可能 

 「重要」欄 金属管を埋設する 金属管を用いる場合は埋設する 

  埋設不要 金属管を用いる場合は埋設不要 



342 表 4-4 直流 250V 直流 250V（ガス漏れは 500V） 

350 (1) ① または導管の貫通部分 またはガスを供給する導管の貫通部分 

382 例題 1  B 

※次のものに変更します 

 

383 

H 

※次のものに差し替えます 

 

I 

※次のものに差し替えます 

 

383 解答 H 名称欄 検出器 検出部 

 解答 I 名称欄 検出器 検出部 

417 問題 6 (2) 個別検定 型式適合検定 

434 問題 6 解説 個別検定 型式適合検定 

448 問題 2 解答 ⑥ イ ウ 

448 問題 2 解説 11 行目 省略することができます 不要です 

452 表の(2)/b 欄 

  

 

以上 

 


